


 ご留意点 ご留意点

1. 基礎部は安定した支持層上に設置して下さい。
2. 中詰石には10～15cm以上の割栗石または岩砕を使用して下さい。
3. 大型篭枠に中詰め投入後、背面土を埋立て十分転圧して下さい。なお、背面土は透水
性　 の良い砕石等を使用して下さい。
4. 曲線部の組立は前面パネルを支点として設置します。凹曲線は背面パネル側が開き、凸  
　曲線は後面パネル側が重なるため、後面パネルを孔明・切断加工等をして組立てます。ま
　た、Lパネルを使用すれば容易に組立が出来ます（但し、曲がりの大きさが一定となります）。 
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●計画上のご留意点●●計画上のご留意点●

●使用上のご留意点●●使用上のご留意点●

1.　大型篭枠は千鳥積みを標準とします。

2.　詰重ねの勾配は3分～１割を標準とします。奥行き（B）の半分以上（B/2）は上段の大型篭枠を重ねて下さい。

1：0.3から1.0

B/2

1.0m、0.5m

1.0m、0.5m

Lパネル

Lパネル

B:大型篭枠の奥行き

凸曲線

B

凹曲線

前面側 前面側

標準断面図

栗石

正面図

吸出し防止材

前 面 パ ネ ル  
 
後 面 パ ネ ル  
 
端 面 パ ネ ル  
切 　 　 　 梁  
水  平  材 
斜 　 　 　 材  
ボルトナット  

コ イ ル 筋 

仮  止  材 

上 面 パ ネ ル  

連  結  材 

SF125
SF525
SB 10
SB 05
SE　25
SKR25
SH 25
SV 25
SB 01
SC 05
SC 10
SK 25
FU125
FU525
SU 01

31.95  
20.96  
14.57  
8.95  
21.65  
9.56  
2.82  
3.01  
0.164 
0.16  
0.31  
―　　　

14.97  
9.56  
0.170 

1000×2500×1000 
500×2500×1000 
1000×1000 
500×1000 
905×2600 
2500 
φ13×2540 
φ13×2685 
M16×45 
φ5×50×500 
φ5×50×1000 
φ9×2528 
2470×960 
2470×460 
M8 

EF250（奥行き2.5m、高さ1.0m、長さ0.5m又は1.0m）

※前面パネルと後面パネルはコイル筋で連結した状態で納入します。    

部材名 品　番 寸法（mm） 単重（kg）

ふ　　　　た

付  属  部  品

本　　　　体

前 面 パ ネ ル  
 
後 面 パ ネ ル  
 
端 面 パ ネ ル  
切 　 　 　 梁  
水  平  材 
斜 　 　 　 材  
ボルトナット  

コ イ ル 筋 

仮  止  材 

上 面 パ ネ ル  

連  結  材 

SF130
SF530
SB 10
SB 05
SE 30
SKR30
SH 30
SV 30
SB 01
SC 05
SC 10
SK 30
FU130
FU530
SU 01

35.64  
23.53  
14.57  
8.95  
26.56  
11.03  
3.34  
3.47  
0.164 
0.16  
0.31  
―　　　

19.14  
12.34  
0.170 

1000×3000×1000 
500×3000×1000 
1000×1000 
500×1000 
905×3100 
3000 
φ13×3040 
φ13×3165 
M16×45 
φ5×50×500 
φ5×50×1000 
 φ9×3028 
2970×960 
2970×460 
M8 

EF300（奥行き3.0m、高さ1.0m、長さ0.5m又は1.0m）

※前面パネルと後面パネルはコイル筋で連結した状態で納入します。    

部材名 品　番 寸法（mm） 単重（kg）

ふ　　　　た

付  属  部  品

本　　　　体

注）
1.本歩掛りは床掘り、切土、及び小運搬等は含みません。
2.数値は正面投影面積当りです。

EF120

0.08

0.30

0.12

0.36

0.24

0.06

EF150

0.09 

0.45 

0.15

0.45

0.30

0.07

EF200

0.10 

0.60 

0.20

0.60

0.40

0.08

EF250

0.11 

0.75 

0.25

0.75

0.50

0.09

EF300

0.12 

0.90 

0.30

0.90

0.60

0.10

●歩掛り（標準参考値）●●歩掛り（標準参考値）●

人工/m2

単　位

人工/m2

人工/m2

時間/m2

時間/m2

人工/m2

サイズ
工   種

組　 　　　立

人 力 石 詰 め

ふ             た 

バックホウ使用

による石詰め
0.35m3使用の場合

0.60m3使用の場合

普 通 作 業 員

普 通 作 業 員

普 通 作 業 員

普 通 作 業 員



 施　　工
 組立手順
 施　　工
 組立手順

機
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入
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・
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・
床
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上 段 へ
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前面側

前面側

仮止材φ9

端面
パネル

後面側

後面側

仮止材φ9

●施工手順●●施工手順●

●組立手順●●組立手順●

大型篭枠の施工フローは、次を標準とします。

1. 本体を設置後、後面パネルを起こし金
    網の上部に仮止材をかけます。

2. 端面パネル前面パネル、後面パネルに取付けます。

前面側

前面側

後面側

後面側

水平材φ13

水平材φ13

斜材φ13

斜材φ13

前面側

背面側

切梁

切梁

3. 斜材を隣接する前面側のφ16mm2本に
　 前面側を上、後面側を下に掛けます。
    次に水平材を水平に掛けます。

4. 切梁を前面パネル、背面パネルにボルト     
　 にて取付けします。
　 その後、仮止材を取り外し、次の組立に使
　用します。



 施　　工
 組立手順
 施　　工
 組立手順
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前面側

前面側

仮止材φ9

端面
パネル

後面側

後面側

仮止材φ9

●施工手順●●施工手順●

●組立手順●●組立手順●

大型篭枠の施工フローは、次を標準とします。

1. 本体を設置後、後面パネルを起こし金
    網の上部に仮止材をかけます。

2. 端面パネル前面パネル、後面パネルに取付けます。

前面側

前面側

後面側

後面側

水平材φ13

水平材φ13

斜材φ13

斜材φ13

前面側

背面側

切梁

切梁

3. 斜材を隣接する前面側のφ16mm2本に
　 前面側を上、後面側を下に掛けます。
    次に水平材を水平に掛けます。

4. 切梁を前面パネル、背面パネルにボルト     
　 にて取付けします。
　 その後、仮止材を取り外し、次の組立に使
　用します。
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 施工例
 

 施工例
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本カタログに掲載されている内容は情報提供を目的としたもので、誤った使用または不適切な使用等によって生じた
損害につきましては責任を負いかねますのでご了承下さい。また、掲載される情報・仕様等につきましては予告なし
で変更する場合があります。最新情報につきましては、各担当部署にお問合わせ下さい。       

―より安全な御使用を願って―




